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本年 6 月 6～7 日開催の日本時間学会第 7 回大会は、恒例によって山

口大学吉田キャンパスで開催する運びとなりました。大会実行委員長

として、皆様を歓迎申し上げます。 

 ご存知のように、時間学研究所は 2000 年に当時の廣中平祐学長の

提唱で設立された研究所です。爾来 15 年を経ていますが、現在でも国

内のみならず国際的にも唯一の時間学を主テーマとした文理融合の学

際的な研究所として活動しています。現在は 5 つの分野、宇宙物理、

時間哲学、歴史学、時間生物学、時間心理学、にそれぞれの専任所員が配置され活発に研究

が行われています。まだ少数世帯ですが、専任所員は、学術振興会の科学研究費「最先端・

次世代研究開発支援プログラム」や「若手研究 S」、「基盤研究 A」などの大型予算を含め、

この 5 年間に 20 件以上の外部研究資金を獲得してきており、それぞれの分野で大きな成果を

上げています。歴史をたどると明治維新という近代革命は山口からスタートしたといえます。

いま時間学という新分野が同様に山口から花開き、発展しつつあります。「その中心となるの

が時間学研究所だ」との気概で、所員一同教育研究に励んでいます。今後の皆様のご支援と

ご鞭撻をよろしくお願い申し上げます。 

 なお恒例の時間学研究所のシンポジウムも併せてここで簡単にご紹介させて頂きます。今

回は、「宇宙と人間と時間」と題して、藤澤教授が企画・運営しております。講師の方々は東

京大学教授の田村元秀先生、京都大学教授の嶺重慎先生、東京大学助教の諸隈智貴先生です。

宇宙の生誕から現在までの宇宙の歴史に浸って頂けると幸いに存じます。 

 山口県は高杉晋作をはじめとしてNHKの大河ドラマの主人公を幾度も輩出してきました。

ご存知のように本年も再び「花燃ゆ」は山口、特に萩、防府が舞台です。昨年はお隣、福岡

の「黒田官兵衛」で男性でしたが、今年の「花燃ゆ」は女性、吉田松陰の妹の杉文（すぎ・

ふみ(あや)）が主人公です。隔年の山口開催ですので毎年ご参加の皆さんは既に山口は十分知

り尽くしたとおっしゃられるかもしれませんが、この機会にあらためてこの大河ドラマで話

題となった場所を訪問されて再認識していただければ幸いに存じます。 

甲斐 昌一 

（日本時間学会第 7回大会実行委員長） 

The Japanese Society for Time Studies 
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  日本時間学会第 7 回大会は、下記の通り開催されます。 

 

  日時：2015 年（平成 27 年）6 月 7 日（土）・8 日（日） 

場所：山口大学 （山口市吉田 1677-1） 

    スケジュール 

      6/7（土）  10:00  開会式 自由報告 【セッションⅠ】 

12:30   理事会 

           14:00  時間学公開学術シンポジウム 

18:30   情報交流会 

          6/8（日）  10:30  総会   

12:40   自由報告 【セッションⅡ】【セッションⅢ】 

16:30  閉会 

 

ⅰ．参加申込みについて 

 

まもなくお送りする参加申込ハガキに参加の可否をお知らせください。総会は学会運営

に関する皆さまのご意見を頂戴する大切な会ですので、積極的なご参加をお願いいたしま

す。やむなく総会に不参加の場合は、必ず委任状欄へご記入・ご捺印ください。 

 シンポジウム終了後の交流会（参加費 3,000 円）の参加の可否についてもご記入いただ

きますようお願いいたします。 

      ＊大会参加申込みハガキおよび、委任状の締め切りは、 

5 月 25 日（月）必着です。 

Ⅰ .  第 7 回 大 会 案 内 
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ⅱ ． 歓 迎 の 言 葉 

 

  第 7 回大会開催にあたって 

 

昨年度は、私の所属する保健医療経営大学で第６回大会を開催する

ことができ、また、九州の地までお越し頂きまして有り難うございま

した。お陰様で田園地帯の「みやま市」に時間学に関する知を灯すこ

とが出来たと考えています。 

さて、時間に関する総合的な研究を目指して、日本時間学会を旗揚

げしてから、早いもので、第 7 回目の大会を迎えました。会員も徐々

にではありますが、増加の方向で推移してきました。学会の中には、

数万人規模のものから、小さな数十名の学会までありますが、本学会は小規模な学会に該

当すると思います。 

私個人は社会学の領域に本拠を置いていますので、社会学会に所属することがそのまま

職業の確保につながり、それにより大学でポストを得て、いまでも仕事をしています。つ

まり、通常科学化した学問領域は、大学の学部や学科にコースがあり、その上に研究科が

あり、学位取得の体制を持っています。こうした安定的な勢力となった学問では、多くは

職業としての学問の道が開けているのです。ところが、本学会に関する時間学については、

現状では、大学の学科、大学院教育、就業の場の確保につながっていません。このあたり

が時間学の研究の前に横たわっている「壁」だと思います。 

しかし、現実の社会はどうなっているかというと、例えば、「目標を設定して効率よく達

成することが第一に要請され、計画づくりが義務づけられること」、「祝日のような聖なる

時間がどのような意味を持っているのかが忘れられていること」、「時間の圧縮によって人

間の体内時計が狂い、事故や病が増加していること」、「政治をする出発点に時間政策の知

識が不可欠だが、政治家のほとんどがそれを忘れていること」などの時間に関係する問題

が多く見られます。これらは、時間という視点から一括りで物事を考える（つまり、時間

学のような）学問が無いために生じている現象だと思います。私には、時間学という学問

は、私たちの生活している個人の世界から家族、会社や組織、地域社会、国家、さらには

宇宙に至る、全ての生命・事物の律動と調和を科学する学問ではないかと思っています。

その意味では、時間学会の果たすべき役割は遠大で、非常に大きな役割を秘めていると思

います。まずは、時間学への関心を喚起し、時間を研究することの面白さや重要性、文理

融合の必要性等を地道に説いていく必要があるように思います。 

遠大な希望の元に、今年もこの学会という集いで、われわれの知の発信をしていきまし

ょう。再会を、楽しみにしています。 

 

                              日本時間学会会長 

                                辻 正二 
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ⅲ．シンポジウムの概要 

 

時間学公開学術シンポジウム２０１５ 

宇宙と人間と時間 

 

我々はどこから来たのか、そしてどこへ行くのか―――この問いに一つの答えを与えてく

れるのが天文学です。現代の天文学が明らかにした宇宙像では、１００億年を超える時間

の中で星と星間物質が壮大な循環をなしており、私たちはその一瞬に位置する存在とされ

ています。また物質循環の行きつく先であるブラックホールでは、日常の感覚を超えた時

間と空間の姿が現れます。宇宙と人間と時間の関わり合いをテーマにして、第一線で活躍

する研究者が研究の最前線を紹介します。 

 

日時：平成２７年６月６日（土）１４：００～１７：００（開場１３：００） 

場所：山口大学 大学会館（山口県山口市吉田 1677-1） 

 

〇イントロダクション：１４：００－１４：１５ 

『宇宙の中の物質の循環』藤澤 健太（山口大学時間学研究所・教授） 

 

〇講演：１４：１５－１５：００ 

『宇宙における生命と系外惑星の新世界』 

田村 元秀（東京大学・教授、国立天文台・太陽系外惑星探査プロジェクト室・室長） 

 

〇講演：１５：００－１５：４５ 

 『ブラックホール宇宙における時間の流れ』 

嶺重 慎（京都大学・教授） 

 

（休憩１０分） 

〇講演：１５：５５－１６：４０ 

 『星の最期の大爆発の瞬間』 

諸隈 智貴（東京大学天文学教育研究センター・助教） 

 

〇質問時間 １６：４０－１７：００ 

 

 

※本シンポジウムは学会員以外の一般の方も参加可能ですので、お誘い合わせの上

お越しください。 

主催：山口大学時間学研究所 

共催：日本時間学会 
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第 7 回大会スケジュール  

会場：山口大学    平成 27 年 6 月 6 日 (土 )～7 日 (日 ) 

（一般演題の順番は変更することがありますのでご留意ください） 

第１日目   6 月 6 日（土） 2Ｆ大会議室  

10:00～        開会 

           挨拶 第７回大会実行委員長 甲斐昌一 

           スケジュール説明  

10:20～12:20         一般演題 セッションⅠ 

 

12:20～       休憩・昼食      昼食は各自ご準備ください。  

 

12:30～       理事会 会場：2Ｆ小会議室      

 

13:00～       開場 

14:00～        山口大学時間学研究所主催  

時間学公開学術シンポジウム：大学会館  

 

18:30～20:00     情報交換会    

           学生食堂「マドンナ」 参加費 3,000 円（当日徴収） 

第 2 日目 6 月 7 日（日）2Ｆ大会議室  

 

10:00～11:30           日本時間学会第 7 回大会 総会 2Ｆ 大会議室   

 

11:30～12:30           休憩・昼食      昼食は各自ご準備ください。 

 

13:00～14:20           一般演題  セッションⅡ 

 

14:20～14:40           コーヒーブレイク  

 

14:40～16:00           一般演題 セッションⅢ 

 

16:00   閉会挨拶  

 
山大マスコットキャラクター ヤマミィ 
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ⅳ．宿泊と交通案内 

山口大学吉田キャンパスまでのアクセスについては，下記URLをご参照ください。 

 http://www.yamaguchi-u.ac.jp/annai/access/yamaguchi.html 

山口市の湯田温泉街に旅館・ビジネスホテルが多数あります。 

以下のURLを参考に各自で，ご予約頂けるようお願い申し上げます。 

湯田温泉エリアが最も大学の近くになります。 

 http://www.yamaguchi-con.jp/yadoonsen.html 

また、新山口駅周辺にもホテルがあります。 

新山口からは、湯田温泉駅まで山口線若しくは路線バスでの移動となります。 

 

 

 

 

● 学会ニュースＨ26 年 2 号をお届けします。今回は第 7 回大会の案内号です。 

● 平成 26 年度の学会費が未納の方におかれましては、別送します今年度分の会費請求と

併せて何とぞ納入くださいますようお願い申し上げます。                                                                                                                                                                          

       一般会員 3,000 円 学生・院生会員 1,500 円 

● 住所・電話番号・所属機関などの異動等がございましたら、事務局まで御－報下さい。 

                                                      （事務局：右田・平田） 

● 学会開催期間中の緊急連絡先   平田 ☎ 080-3884-0216（Softbank） 

 

Ⅱ. 事務局からのお願い 

【
編
集
後
記
】 
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桜
の
イ
メ
ー
ジ
は
無
か
っ
た
が
、
十
日
間
の
滞
在
中
は
行
く
場
所
云
々

で
桜
を
愛
で
た
。
英
国
到
着
後
、
ま
ず
鉄
道
で
ロ
ン
ド
ン
か
ら
北
へ
二
時

間
半
の
リ
ー
ズ
に
住
む
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ヘ
ロ
ン
先
生
の
ご
自
宅
を
訪
ね
た
。

先
生
と
は
三
年
前
に
時
間
学
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
講
師
と
し
て
お
招
き

し
て
以
来
、
お
子
様
の
誕
生
日
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
贈
る
な
ど
交
流
が
続
い
て

い
る
。
子
ど
も
達
と
桜
の
綺
麗
な
公
園
で
遊
び
、
イ
ギ
リ
ス
の
家
庭
料
理

を
ご
馳
走
に
な
り
、
私
の
プ
レ
ゼ
ン
の
英
語
の
発
音
も
ご
指
南
頂
く
な
ど

楽
し
い
夜
と
な
っ
た
。
そ
の
後
ロ
ン
ド
ン
へ
戻
り
、
森
下
教
授
と
合
流
後
、

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
で
開
催
さ
れ
た
研
究
会
に
参
加
し
、
ブ
リ
ギ
ッ
テ
・

シ
テ
ー
ガ
先
生
、
ア
ン
ゲ
リ
カ
・
コ
ッ
ホ
さ
ん
に
再
会
し
た
。
滞
在
し
た

ウ
ォ
ル
フ
ソ
ン
カ
レ
ッ
ジ
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
で
も
庭
の
桜
が
美
し
か
っ

た
。
シ
テ
ー
ガ
先
生
の
呼
び
か
け
に
世
界
中
か
ら
コ
ア
な
研
究
者
が
集
ま

っ
て
い
て
、「
江
戸
時
代
以
前
の
日
本
人
の
時
間
意
識
が
ど
の
よ
う
に
形
成

さ
れ
た
か
」
を
テ
ー
マ
に
日
本
の
文
学
や
文
献
か
ら
読
み
解
き
、
深
く
ア

プ
ロ
ー
チ
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
た
。
三
日
間
熱
い
議
論
が
繰
り
広
げ
ら

れ
た
が
、
私
に
と
っ
て
は
、
国
際
時
間
学
会
の
シ
ュ
タ
イ
ネ
ッ
ク
・
ラ
ジ

会
長
と
の
出
会
い
が
今
回
の
一
番
の
収
穫
だ
っ
た
。
会
長
は
日
本
時
間
学

会
に
も
大
変
興
味
を
持
た
れ
て
お
り
、
研
究
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

し
、
研
究
連
携
を
進
め
よ
う
と
提
案
さ
れ
た
。
来
年
の
エ
ジ
ン
バ
ラ
で
の

国
際
学
会
に
は
是
非
日
本
か
ら
も
参
加
し
て
欲
し
い
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

胸
に
帰
国
の
途
に
つ
い
た
が
、
ヒ
ー
ス
ロ
ー
空
港
へ
向
か
う
車
窓
か
ら
の

桜
の
花
吹
雪
が
美
し
く
、
故
郷
日
本
を
思
い
出
し
た
。
（
ス
ー
ザ
ン
・
Ｈ
） 
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